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第 2章 研究手法 
 図2に本研究で使用したモデルを示す。このモデルには左右の目の網膜の細胞が 1 個ずつ存在し、両者はそれ
ぞれ500個のLGNの細胞に結合している。LGNの細胞は1個の視覚野の細胞に結合している。以後、LGNの細
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（Rs = 0）である。 
Fwd = 0では片目を遮蔽しない限り
シナプス競合が起こらない（図5A）。









































































第 4章 総括 
 本研究ではフィードフォワード、フィードバック結合を含んだ視覚系神経回路のモデルを構築し、臨界期の開
始と終了がどちらもフィードフォワード結合の発達によりもたらされることを示した。フィードバック結合は臨
界期の開始や終了に関わらない細胞に関連があることを示した。単眼遮蔽のシミュレーションによりフィードフ
ォワード結合が大きくなるほど結合強度の大小関係の逆転が起こらなくなることとその原因を発火統計から示し、
臨界期の終了の原因がフィードフォワード結合の発達によることを示した。 
 これらの成果は一次視覚野のみならず神経回路の発達の研究を考える上で有用な考えとなり、神経科学の発展
に大いに寄与するものと期待される。 
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